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騒音の測定編
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ＤＳ－２０００シリーズＤＳ－２０００シリーズＤＳ－２０００シリーズＤＳ－２０００シリーズ

騒音の測定騒音の測定騒音の測定騒音の測定

対象対象対象対象：：：：  歯車（ギア）を有する駆動装置から発生する騒音の測定を、定常運転状態および、
      回転数をダイナミックに変化させた状態で行なう。

目的目的目的目的：：：：  騒音のレベルの測定。
        レベル変動はどのくらいか。
        騒音低減のための対策はどのようにすればよいか。

機材機材機材機材：：：：

機材名 型名 個数 備考
Ｇｒａｄｕｏ本体 ＤＳ－２１０４ １
Ｇｒａｄｕｏ用ＡＣ電源アダプタ １ ＡＣケーブル付
ノートＰＣ本体 １
ノートＰＣ用ＡＣ電源アダプタ １ ＡＣケーブル付
Ｉ／Ｆカード／ケーブル ＤＳ－０２９７ １
ソフトプロテクトキー １
マイクロホン ＭＩ－１２３３ １
マイク用プリアンプ ＭＩ－３１１０ １
音圧校正器 ＳＣ－３１２０ １
回転センサ ＨＴ－５２００ １
三脚 ２ マイク／回転センサ用
テーブルタップ １ ３口以上
両端ＢＮＣケーブル １ DS-2104～MI-3110間
ＢＮＣ－ミニミニジャックケーブル １ DS-2104～HT-5200間

測定の手順測定の手順測定の手順測定の手順：：：：

１．機器の接続

２．機器の立ち上げ／チェック

３．センサの校正

４．計測と解析、データ保存

５．終了
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１．接続１．接続１．接続１．接続

  １－１．結線図

  １－２．結線の順番

① パソコンに電源アダプタを結線。
② Ｇｒａｄｕｏに電源アダプタを結線。
③ パソコンにプロテクトキーを挿す。
④ パソコンとＧｒａｄｕｏ間にインタフェース（ＯＮＯ－ＬＩＮＫⅡ（Ｃａｒｄ））を結線。
⑤ 計測マイクとＧｒａｄｕｏ：ｃｈ１入力間に両端ＢＮＣケーブルを結線。
⑥ ＨＴ－５２００とＧｒａｄｕｏ：ＥＸＴ Ｓａｍｐｌｅ間に信号ケーブルを結線。



２．機器の立ち上げおよびチェック 

  ２－１．電源投入の順番 
 
① Ｇｒａｄｕｏ（ＤＳ－２０００）の前パネルの電源スイッチを上に倒して投入。 
   スイッチの緑色ランプが点灯すること。 
② パソコンの電源を投入。 
   ＷｉｎｄｏｗｓＯＳが立上ること。 
③ ＨＴ－５２００の電源を投入。 
   ＬＣＤ表示すること。 
 
  ２－２．Ｇｒａｄｕｏの立ち上げ 
 
② デスクトップ上の「ＤＳ－０２２１ＦＦＴ」アイコンをダブルクリックする。 
③ ウィンドウのサイズを最大にする。（内外とも） 
 
  ２－３．Ｇｒａｄｕｏのチェックと条件設定 
 
① 初期条件に設定する。 
   「ファイル」メニュー－「新規プロジェクト」を実行します。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

ここをクリックすると、ＦＦＴ分析の 
初期条件が設定されます。 

② 周波数レンジを設定する。 
  ツールバー「Ｆｒｅｑ」を使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

このプルダウンメニューから

解析周波数の上限を設定。 

 
③ 入力源を設定する。 
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  メニュー「入力」－「電圧レンジ」ダイアログで設定します。 

 
④ 入力電圧レンジを設定する。 
  メニュー「入力」－「電圧レンジ」ダイアログで設定します。 

 
 
⑤ データ取込みを開始する。 
  ツールボタン「＞」を使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 表示ゲインを変える。 
  ツールバーを使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

△でここの値が小さくなる。 
（小さいデータを拡大） 
▽で、大きくなる。 
（小さいデータは表示しない） 

ここをチェックしておくと、表示

されている全てのスケールが変

更される。

このボタン（△、▽）をクリック。

 

このプルダウンメニューで設定。 
オーバーＬＥＤが点灯しない、一番 
小さい値にする。 

  MI-3110からの信号は「２ｍＡ」を

設定する。 
（電圧入力の場合は「ＢＮＣ」） 
 

  以上で、センサ（マイク）からの信号が正しく解析できていることを確認する。 
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３．センサ（マイクロホン）の校正 
  １．校正器にマイクの先端を挿入する。 
  ２．校正器のスイッチを入れる。 
  ３．入力オーバーＬＥＤが点灯していたら、電圧レンジを上げる。 
  ４．校正の実行を行う。 
    ① メニュー「入力」－「単位、校正」 

 

 
 

 
４．計測および解析 
 
  ４－１．騒音のレベルの周波数分析 
 
① 表示画面を２画面にし、上画面を時間軸波形表示、下画面をパワースペクトル表示にする。 
  マウス右クリックで、メニューダイアログを表示させ、「表示レイアウトダイアログ」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

  

 

 

ここを「２画面」とする。

（最高８画面） 

「設定」ボタンを押す

と、ここの表示が設定し

た値になることを確認 

ここに、校正器の値

（音圧レベル値）を

設定する。 

このスクロール

バーで、オーバー

オール位置に持

ってくる 

センサを複数使

う場合には、ＣＨ

ごとに操作する。

ここには、空白

（スペース）を

入力 

次にここをクリック

まず、ここ

をチェック 
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② 周波数レンジを１０ｋＨｚ～２０ｋＨｚ程度に設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ 電圧レンジを入力オーバーしない程度の設定にする。 
 
④ データの取込みを行う。 
    インスタントモードでモニタ。 
    平均化モードで解析データ作成。 

  

 

  

下画面はすでに「パワース

ペクトル」が選択済みなの

で、ＣＨ番号を設定 
上の画面が「アクティブ」にな

っており、このプルダウンメニ

ューで「時間波形」を設定。 
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⑤ データの見方。 

 
 
 
 
 

 繰り返し

周期に相

当する周

波数成分 

一部、乱れ

た波形が含

まれる 
同じ形が繰り返さ

れている 

繰り返しの時間（周

期）が把握できる 
パワースペクトル

時間波形 

 
 
  ４－２．データの保存 
 
① 表示画面データをファイル保存する。 
  メニュー「ファイル」－「表示データ保

 
 
 
 
  ２画面表示であると、２ファイルできま

 
ここで保存

名（グルー

 
 
 
 

 

この辺りの周波数成分は、瞬時の突発

成分に相当する。 
存」 

す。 

 

同じグループ名

＋数字のファイ

ル名にできる 

するファイル

プ名）を入力 
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② 指定の種類のデータをファイル保存する。 
  メニュー「ファイル」－「指定データ保存」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

  

 
③ テキストファイルに保存する。 
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④ 画像ファイルで保存する。 
  メニュー「編集」－「コピー設定」でビットマップ形式を選択後、「コピー」で実行。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Paint で「貼付け」を行なっ

た例 

 
⑤ オフィスアプリケーションソフトに取込む。 
  メニュー「編集」－「コピー設定」でTXTファイル形式を選択後、「コピー」で実行。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

EXCEL で「貼付け」を行な

った例 
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  ４－３．騒音のレベルの比較 
 
① 表示画面を２画面にする。 
  マウス右クリックで、メニューダイアログを表示させ、「表示レイアウトダイアログ」で、「２画面表示」

に設定 
 
② ファイル保存されたデータのうち、基準とするデータを上画面に呼び出し表示する。 
  上画面クリックして「アクティブ」に。メニュー「ファイル」－「ファイルを開く」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
③ ファイル保存されたデータのうち、比較するデータを上画面に呼び出し表示する。 
  上画面クリックして「アクティブ」に。メニュー「ファイル」－「ファイルを開く」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④ Ｙ軸スケールを「任意設定」スケールにする。 
  右クリックで「Y軸スケール」 
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⑤ ２画面の重ね描き表示にする。 
  右クリックで「表示レイアウト」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

赤実線：基準データ 

青点線：比較データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥ カーソル機能を使用する。 
  画面内をクリックすると、周波数と騒音のレベル値が直読できます。 
 
  ４－４．騒音のレベル変動を測定する。 
 
①モードを「トラッキングモード」にする。 
  メニュー「モード」 
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②トラッキング条件を設定する。 
   トラッキングする回転数範囲 
   回転パルス条件 
   取込むブロック数 
   解析する最大次数 

 
 
 
 
 
 
 
 
③トラッキング解析開始 
  ツールボタン「TRACK」押し込んでおいて、「START」で開始 
 
④トラッキング表示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤トラッキング結果からのデータの読み方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 任意回転時の次数スペクトル」 

指定された次数のトラッキング

表示（最大４次数） 

指定次数データは、個別の騒音要因

を探すために利用 

オーバーオールは全

体の騒音のレベル変

化を判断 
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斜め軸に平行な成

分は、一定次数で

出てくる成分 

斜め軸は、回転数

横軸は次数 
三次元トラッ

キング表示 
 
 
 
 
 
 

５．終了処理 
 
  ５－１．電源を切る順序 
  解析ソフトウエアが開いている状態で、Ｇｒａｄｕｏ（ＤＳ－２０００）の電源は切らないこと！ 
 
① パソコンのＷｉｎｄｏｗｓＯＳを正常終了させる。 
② Ｇｒａｄｕｏ（ＤＳ－２１０４）の電源を切る。 
 
  ５－２．結線をはずす。 
 
① ＨＴ－５２００とＧｒａｄｕｏ：ＥＸＴ Ｓａｍｐｌｅ間の信号ケーブルをはずす。 
② 計測マイクとＧｒａｄｕｏ：ｃｈ１入力間の両端ＢＮＣケーブルをはずす。 
③ パソコンとＧｒａｄｕｏ間のインタフェース（ＯＮＯ－ＬＩＮＫⅡ（Ｃａｒｄ））をはずす。 
④ パソコンのプロテクトキーをはずす。 
⑤ Ｇｒａｄｕｏの電源アダプタをはずす。 
⑥ パソコンの電源アダプタをはずす。 
 
 
（注意） 
１． 本手順書の著作権は、（株）小野測器が保有しています。 
２． 許可無き複製は、禁じます。 
３． 本手順書は、一般的な計測の手順を説明しており、お客様の具体的な操作で得られたデータなど

について一切の責任は負いません。 
 

以上 
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